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 日

本
語

安全上のご注意

重要な情報

注記
本書をよくお読みいただき、装置の正しい取り扱いと機能を十分ご理解いた
だいた上で、設置、操作、保守を行なってください。 本書および装置には以
下の表示が使われています。これらは潜在的な危険を警告したり、手順を明
確化あるいは簡素化する情報について注意を呼びかけるものです。
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安全上のご注意
  

 日
本

語

以下の点に注意してください。
電気装置の設置、操作、サービス、および保守は有資格者のみが行うことが
できます。 定められた範囲外の使用によって生じた結果については、シュナ
イダーエレクトリック社あるいは系列会社 ( 以下、シュナイダーエレクト
リックと称します ) は一切の責任を負いかねます。
有資格者とは、電気装置の構造および操作ならびに設置に関する技術と知識
を持ち、関連する危険性を認識して回避するために安全性に関するトレーニ
ングを受けた人を指します。
定められた範囲外の方法で装置を使用した場合、装置の保護性能が損なわれ
ることがあります。
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 日

本
語

型式一覧

型式一覧 

注記：これらの機種は、SP5000 シリーズ ボックスモジュールの全機種と接続できます。 
ボックスモジュールの型式については、SP5000 シリーズ ( ボックスモジュール ) 取扱説
明書を参照してください。

シリーズ名 機種名 型式

SP5000 シリーズ プレミアム
ディスプレイ

SP-5500TP PFXSP5500TPD

SP-5600TP PFXSP5600TPD

SP-5660TP PFXSP5660TPD

SP-5700TP PFXSP5700TPD

アドバンスト
ディスプレイ

SP-5400WA PFXSP5400WAD

SP-5500WA PFXSP5500WAD

SP-5600WA PFXSP5600WAD
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 日

本
語

概要

梱包内容

梱包箱には、以下のアイテムが入っています。 ご使用前に、以下のアイテム
がすべて揃っていることを確認してください。

1 SP5000 シリーズ ディスプレイモジュール： 1
2 防滴ガスケット： 1 ( 本体に装着 )
3 DC 電源コネクター ( ライトアングル *1)： 1
4 SP5000 シリーズ ( ディスプレイモジュール ) 取扱説明書 ( 本書 )：  1
5 安全に関する使用上の注意： 1 

*1 SP-5400WA にはストレートタイプが同梱されています。

品質や梱包などには出荷時に際し、万全を期しております。 万一破損や部品
不足、その他お気付きの点がありましたら、直ちに弊社カスタマーケアセン
ターまでご連絡くださいますようお願いいたします。
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概要

  
 日

本
語

マニュアルについて

本書は製品の配線・設置について説明しています。 このほか詳細な情報は、
SP5000 シリーズハードウェア マニュアルを参照してください。
本書は、サポート専用ウェブサイトからダウンロードできます。 
http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html 

グローバルコードについて

弊社製品すべてに全世界共通型式としてグローバルコードが設定されています。
製品型式とグローバルコードの対比は下記 URL を参照してください。

http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1003.html 

http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html
http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1003.html
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 日

本
語

各部名称

SP-5500TP 

A：輝度センサー
B：フロント USB カバー
C：USB (Type A) インターフェイス
D：USB (mini-B) インターフェイス
E：ステータス LED (16 ページ参照 )
F：電源コネクター

正面図

背面図
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各部名称

  
 日

本
語

SP-5600TP/5660TP 

A：無線 LAN アンテナ (SP-5660TP のみ )
B：輝度センサー
C：フロント USB カバー
D：USB (Type A) インターフェイス
E：USB (mini-B) インターフェイス
F：ステータス LED (16 ページ参照 )
G：電源コネクター

正面図

背面図 
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各部名称
  

 日
本

語

SP-5700TP 

A：輝度センサー
B：フロント USB カバー
C：USB (Type A) インターフェイス
D：USB (mini-B) インターフェイス
E：ステータス LED (16 ページ参照 )
F：電源コネクター

正面図

背面図
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各部名称

  
 日

本
語

SP-5400WA 

A：ステータス LED (16 ページ参照 )
B：電源コネクター

正面図

背面図
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各部名称
  

 日
本

語

SP-5500WA 

A：ステータス LED (16 ページ参照 )
B：電源コネクター

正面図

背面図
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各部名称

  
 日

本
語

SP-5600WA 

A：ステータス LED (16 ページ参照 )
B：電源コネクター

正面図

背面図
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各部名称
  

 日
本

語

LED 表示

ステータス LED 

*1 ご使用の画面作成ソフトウェアがロジックプログラムに対応している場合のみ。

*2 ご使用の画面作成ソフトウェアの対応状況をご確認ください。

注記：オープンボックス接続時は、システムを停止してもディスプレイモジュールに電源
が供給されている間はディスプレイモジュールのステータス LED は赤色点灯を継続しま
す。

色 状態 パワーボックスに接続時 オープンボックスに接続時

HMI 動作 ロジックプロ
グラム動作 *1

HMI 動作 ロジックプロ
グラム動作 *1

緑色 点灯 オフライン - オフライン -

運転中 RUN 運転中 RUN

点滅 *1 運転中 STOP 運転中 STOP

ホタル
点灯 *2

バックライト消灯時 ( スタンバイモード )

橙色 点滅 ソフトウェア起動中

赤色 点灯 通電中

点滅 *1 運転中 メジャー異常 運転中 メジャー異常

赤色 /
緑色

交互 ボックスモジュール接続異常

橙色 /
赤色

交互 SD カード　ブート異常 -

橙色 /
赤色 /
緑色

交互 ディスプレイモジュール内部異常

- 消灯 無通電時
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 日

本
語

仕様

電気的仕様

SP-5500TP/5600TP/5660TP/5700TP

*1 ボックスモジュールとディスプレイモジュール結合時の消費電力は、ご使用のボックス
モジュールおよびディスプレイモジュールのそれぞれの消費電力値を足した値になりま
す。 

仕様 SP-5500TP SP-5600TP SP-5660TP SP-5700TP

電
源

定格電圧 12...24 Vdc 

電圧許容範囲 10.8...28.8 Vdc 

許容瞬時停電時間 12 Vdc： 1.25 ms 以下
24 Vdc： 5 ms 以下

消
費

電
力

(
電
源

の
電
力

損
失
を

含
む

)

最大
( ボックスモジュー
ルも含む )

50 W 56 W 58 W 57 W

最大
( ディスプレイモ
ジュールのみ )*1

15 W 21 W 23 W 22 W

外部への供給電源
を除いた場合
( ディスプレイモ
ジュールのみ )*1

12 W 以下 18 W 以下 20 W 以下 19 W 以下

バックライト消灯
時
( スタンバイ
モード )
( ディスプレイモ
ジュールのみ )*1

6 W 以下 8 W 以下 6 W 以下

バックライト調光
時
( 輝度 20％)
( ディスプレイモ
ジュールのみ )*1

8 W 以下 11 W 以下 13 W 以下 11 W 以下

突入電流 30 A 以下

絶縁耐力 1,000 Vac、20mA 1 分間
( 充電部端子と FG 端子間 )

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ 以上 
( 充電部端子と FG 端子間 )
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仕様
  

 日
本

語

SP-5400WA/5500WA/5600WA

*1 ボックスモジュールとディスプレイモジュール結合時の消費電力は、ご使用のボックス
モジュールおよびディスプレイモジュールのそれぞれの消費電力値を足した値になりま
す。 

仕様 SP-5400WA SP-5500WA SP-5600WA

電
源

定格電圧 12...24 Vdc 

電圧許容範囲 10.8...28.8 Vdc 

許容瞬時停電時間 12 Vdc： 1.25 ms 以下
24 Vdc：5 ms 以下

消
費

電
力

(
電

源
の
電

力
損

失
を

含
む

)

最大
( ボックスモジュール
も含む )

41 W 43 W 45 W

最大
( ディスプレイモ
ジュールのみ )*1

6.5 W 8.5 W 11.5 W

外部への供給電源を
除いた場合
( ディスプレイ
モジュールのみ )*1

-

バックライト消灯時
( スタンバイモード )
( ディスプレイ
モジュールのみ )*1

2 W 以下 2.5 W 以下 2.5 W 以下

バックライト調光時
( 輝度 20％)
( ディスプレイ
モジュールのみ )*1

4 W 以下 5 W 以下 6 W 以下 

突入電流 30 A 以下

絶縁耐力 1,000 Vac、20 mA 1 分間
( 充電部端子と FG 端子間 )

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ 以上

( 充電部端子と FG 端子間 )
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仕様

  
 日

本
語

環境仕様

注記：本製品のオプション品を使用する場合は、本製品に適用される特殊な状況や注意事
項に対して仕様を確認してください。

物
理

的
環

境

使用周囲温度 0...60 °C (32...140 °F)

保存周囲温度 -20...60 °C (-4...140 °F)

使用および保存周囲
湿度

10...90% RH ( 結露のないこと、湿球温度

39 °C [102.2 °F] 以下 )  

じんあい 0.1 mg/m3 (10-7 oz/ft3) 以下 ( 導電性塵埃のな

いこと )

汚染度 汚染度 2

耐気圧 ( 使用高度 ) 800...1,114 hPa ( 海抜 2,000 m [6,561 ft] 以下 )
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 日

本
語

取り付け

パネルカット寸法

パネルカット寸法に従って、取り付け穴を開けます。           

機種名 A B C

SP-5500TP 259 mm

(10.2 in)

201 mm

(7.91 in)

1.6... 5 mm
(0.06... 0.2 in)

SP-5600TP/
5660TP

301.5 mm

(11.87 in)

227.5 mm

(8.96 in)

SP-5700TP 383.5 mm

(15.1 in)

282.5 mm

(11.12 in)

SP-5400WA 190 mm

(7.48 in)

135 mm

(5.31 in)

SP-5500WA 255 mm

(10.04 in)

185 mm

(7.28 in)

SP-5600WA 295 mm

(11.61 in)

217 mm

(8.54 in)

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0

+1
-0

+0.04
-0
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取り付け

  
 日

本
語

取り付け条件

本製品は、タイプ 1、タイプ 4X ( 室内専用 ) またはタイプ 13 エンクロー
ジャーの平面上に取り付けられるように設計されています。

本製品は清潔で乾燥し、かつ管理された頑丈な環境を提供するエンクロー
ジャーにパネルを取り付けてください (IP65F*1、IP66F*1、IP67F*1、タイ
プ 1、タイプ 4X ［室内専用］、またはタイプ 13 エンクロージャー )。

アドバンストディスプレイ用には、フロント面は、IP66F*1、IP67F*1、タイ
プ 1、タイプ 4X ( 室内専用 ) またはタイプ 13 エンクロージャーとなります。
プレミアムディスプレイでは、工場出荷時に取り付け済みのフロント USB 
カバー ( ネジなし ) を使用する場合、フロント面は、IP65F*1、IP67F*1 また
はタイプ 1 エンクロージャーとなります。フロント USB カバーにシュナイ
ダーエレクトリック製フロント USB カバー ( ネジ付き *2) ( 型式 : 
PFXZCDCVUS1) をご使用の場合、本製品 のフロント面は、IP66F*1、
IP67F*1、タイプ 1、タイプ 4X ( 室内専用 ) または タイプ 13 エンクロー
ジャーとなります。
  

工場出荷時に取り付け済みのフロント USB カバー、またはネジ付きフロン
ト USB カバーのいずれかをご使用の場合も、フロント USB カバーが開いて
いる状態のときは、本製品のフロント面は、タイプ 1 エンクロージャーとな
ります。
 

 本製品を機器に組み込む場合は、以下の事項にご注意ください。
・ 本製品の背面部はエンクロージャーとして認定されていません。 本製品を機

器に組み込む際は、機器全体として規格に適合するエンクロージャーを構成
してください。

・ 本製品は剛性の高いエンクロージャーに取り付けてください。
・ 本製品は屋外使用を前提に設計されていません。また、室内専用機として 

UL 認証を取得しています。

・ 本製品は前面取り付けで使用してください。

*1 IP65F、IP66F および IP67F は UL 認証には該当しません。
*2 適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in) です。

表示器フロント面 エンクロージャー
フロント面

プレミアムディスプレイ アドバンスト
ディスプレイ

ネジ無し ネジ付き

IP65F、
IP67F、
タイプ 1

IP66F、IP67F、
タイプ 1、
タイプ 4X
( 室内専用 )、
タイプ 13

IP66F、IP67F、
タイプ 1、タイ

プ 4X ( 室内専用 )、
タイプ 13

IP65F、IP66F、IP67F、 
タイプ 1、
タイプ 4X ( 室内専用 )、
タイプ 13
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取り付け
  

 日
本

語

 

   

注意
火傷のおそれ

操作中は後部の外枠に触れないでください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

設置する壁またはケースの面が平坦で、良好な状態にあり、尖った角がな
いことを確認してください。 壁内側のパネルカット付近に金属製の補強版

を取り付けることで、強度を向上させることができます。

必要な強度レベルに基づいて、エンクロージャー壁面の厚さを 1.6 ～

5 mm (0.06 ～ 0.2 in) で決定します。

パネル厚範囲であっても、パネルの材質、大きさによっては本製品や接続
機器の取り付け位置によりパネルが反る場合があります。 パネルの反りを

防止するためには、補強板をつけることも有効です。

使用周囲温度と使用周囲湿度が指定の範囲内にあることを確認してくださ
い。 使用周囲温度：0 ～ 60 °C (32 ～ 140 °F) ( 本製品の環境仕様をご覧くだ

さい。)、使用周囲湿度、 10 ～ 90% RH ( 湿球温度： 39 °C [102 °F] 以下 ) で
使用してください。 本製品をケースやエンクロージャーに組み込んで使用す

る場合は、盤内と表示面側の両方の温度を使用周囲温度としてください。

他の機器の発熱で本製品が過熱しないようにしてください。
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取り付け

  
 日

本
語

縦取り付けの場合は、本製品の右側面が上になっていることを確認してください。 
つまり、DC電源コネクターが上になるようにしてください。

注記：縦取り付けの場合は、ご使用の画面作成ソフトウェアでの対応状況をご確認
ください。

1 電源コネクター

本製品を斜めに設置する場合は、垂直より30° 以内にしてください。

本製品を垂直より30 °を越えて設置する場合は、使用周囲温度が40 °C (104 °F)以
下になるようにしてください。必要に応じて強制空冷 (ファン、エアコン )を行っ

てください。

保守性、操作性、および風通しを良くするため、本製品と構造物や部品との間は 
100 mm (3.94 in)以上のスペースをとってください。 

ストレージカードを挿入または取り外すために十分なスペースを設けてください。

無線LANモデルでは、無線LANアンテナの部分を手や体、その他の物でふさがな

いようにしてください。アンテナがふさがれていると、無線LAN通信で干渉が発生

する可能性があります。

30° 以内
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取り付け
  

 日
本

語

無線 LAN モデル

2.4 GHz 帯使用の無線機器について
無線 LAN モデルが使用する 2.4GHz 帯域では、 電子レンジ等の産業・科学・
医療用機器のほか、移動体識別用の構内無線局 ( 免許を要する無線局 ) およ
び特定小電力無線局 ( 免許を要しない無線局 ) ならびにアマチュア無線局
( 免許を要する無線局 ) が運用されています。

1. 無線 LAN モデルを使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特

定小電力、無線局、アマチュア無線局等の「他の無線局」が運用されて

いないことを 確認してください。 
2. 万が一、無線 LAN モデルと「他の無線局」との間に電波干渉が発生した

場合には、速やかに無線 LAN モデルの使用チャネルを変更するか、使用

場所を変えるか、または無線 LAN モデルの運用を停止 ( 電波の発射を停

止 ) し、無線ネットワーク管理者および責任者と対処をご相談ください。

無線 LAN のセキュリティについて
無線 LAN では、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のよ
うな問題が発生する可能性があります。

1. 通信内容の盗用：

・ 悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、ID やパスワード又はクレジット

カード番号等の個人情報、メールの内容等の通信 内容を盗み見られる可

能性があります
2. 不正侵入：

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、

・ 個人情報や機密情報を取り出す ( 情報漏洩 )
・ 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す ( なりすまし )
・ 傍受した通信内容を書き換えて発信する ( 改ざん )
・ コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する ( 破壊 )
などの行為をされてしまう可能性があります。

警告
電磁干渉、電波干渉

無線 LAN モデルの使用制限に関する方針が不明な場合は、製品の電源を入
れる前にその場所の管理者や責任者の承認を得て下さい。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があ

ります。
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取り付け

  
 日

本
語

本無線 LAN 製品はセキュリティ関連の設定をするためのセキュリティ機能
を持ち備えていますので、その設定を行うことで、上記問題が発生する可能
性が低くなります。

セキュリティ機能を使用せずに無線 LAN 製品を使用した場合に起こりえる
問題を十分に理解し、お客様ご自身の判断と責任においてセキュリティ関連
の設定を行った上で無線 LAN 製品をご使用ください。
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取り付け
  

 日
本

語

取り付け手順

 パネルへの取り付け　

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

・ システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェ
ア、またはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源
を外してください。

・ ディスプレイモジュールおよび電源供給元の両方から電源ケーブルを外
してください。

・ 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供
給されていないことを確認してください。

・ ディスプレイモジュールに電源を入れる前に、システム内のすべてのカ
バーおよび部品を取り付けて固定してください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

注記
機器の損傷

・ 縦取り付けの場合は、先にディスプレイモジュールにボックスモジュール
を取り付けてから、パネルに取り付けてください。

・ 取り付け金具を取り付ける、または取り外す間は、パネルカットの中で 本
製品を安定させてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。

手順 手順内容

1 縦取り付けの場合は、ディスプレイモジュールの表示面を下に
して、清潔で水平なところに置き、ボックスモジュールをディ
スプレイモジュールに取り付けます。
注記：ボックスモジュールのディスプレイモジュールへの取り付け方法に
ついては、SP5000 シリーズハードウェアマニュアル、または SP5000 シ
リーズ ( ボックスモジュール ) 取扱説明書を参照してください。

2 ディスプレイモジュールの周囲にあるベゼルの溝に、防滴ガス
ケットがしっかり装着されていることを確認します。

注記：防滴ガスケットは、防滴効果に加え振動吸収効果を得るために必ず
使用してください。 防滴ガスケットの交換方法については、SP5000 シリー
ズハードウェアマニュアルを参照してください。
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取り付け

  
 日

本
語

3 ディスプレイモジュールのパネルカット寸法 (20 ページ参照 ) に
従って、パネルに取り付け穴を開け、ディスプレイモジュール
を前面側から取り付けます。
 

4 ディスプレイモジュールの上部にある脱落防止フックがパネル
に掛かっていることを確認します。

SP-5400WA 以外

SP-5400WA

1 脱落防止フック
2 パネル
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取り付け
  

 日
本

語

5 プラスドライバーを使用し、上下左右にある取り付け金具を、
対角かつ交互に少しずつ右回しに締めます。この際、取り付け
金具の L 型部分 ( 下図 2) が垂直に上がりきった状態で固定され
ていることを確認してください。適正な締め付けトルクは 
0.5 N•m (4.4 lb-in) です。

注記：

• ディスプレイモジュールが正しい位置に取り付けられていないと、脱落の

おそれがあります。

• パネルが厚い ( 約 5 mm [0.2 in]) 場合、取り付け金具の L 型部分が回らな

いことがあります。 その場合は本製品を正面から押さえながらネジを締め

てください。

1　取り付け金具
2　取り付け金具の L 型部分

取り付け金具数

上面図 底面図 右側面 左側面

15 インチモデル 2 2 2 2

12 インチ以下モデル 2 2 - -
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取り付け

  
 日

本
語

注記
エンクロージャーの破損

取り付け金具のネジを締め付けるときに、0.5 N•m (4.4 lb-in) を大きく上回
るトルクをかけないでください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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取り付け
  

 日
本

語

取り外し手順

パネルからの取り外し  

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

・ システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェ
ア、またはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源
を外してください。

・ ディスプレイモジュールおよび電源供給元の両方から電源ケーブルを外
してください。

・ 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供
給されていないことを確認してください。

・ 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を
取り付けて固定してください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

注記
機器の損傷

・ 縦取り付けの場合は、ディスプレイモジュールがパネルに付いたままの
状態で、ボックスモジュールをディスプレイモジュールから取り外さな 
いでください。

・ 取り付け金具を取り付ける、または取り外す間は、パネルカットの中で
本製品を安定させてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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取り付け

  
 日

本
語

手順 手順内容

1 プラスドライバーを使用し、上下左右にある取り付け金具を、
対角かつ交互に少しずつ左回しに緩めます。   

1 背面

注記：

• ご使用機種の取り付け金具数については、パネルへの取り付け　のステッ

プ 5 の取り付け金具数をご覧ください。(28 ページ参照 )

• パネルが厚い ( 約 5 mm [0.2 in]) 場合、取り付け金具の L 型部分が回らない

ことがあります。 その場合は本製品を正面から押さえながらネジを締めて

ください。

2 ディスプレイモジュール上面の脱落防止フックを工具などで押
し込みながら、ディスプレイモジュールをパネルからゆっくり
取り外します。 

1 パネル
2 前面
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取り付け
  

 日
本

語

注意
怪我のおそれ

パネルから取り外す際は、本製品を落とさないようにご注意ください。

・ 金具を取り外した後、本製品を支えていてください。
・ 両手を使用してください。
・ 脱落防止フックを押し込む際は、指を怪我しないように十分ご注意くだ

さい。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

注記
機器の損傷

脱落防止フックを押し込みながら、または脱落防止フックがパネルに当た
らないよう、本製品を取り外してください。破損するおそれがあります。 

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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 日

本
語

配線

配線

注記：

・ SG ( 信号接地 ) と FG ( 機能接地 ) は本製品内部で接続されています。

・ FG 端子を接続する場合はアースに落としてあるかを確認してください。本製品に接地が

施されていないと、電磁妨害 (EMI) がひどくなることがあります。

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

・ システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェ
ア、またはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源
を外してください。

・ 本製品の電力端子に配線を行う前に電源が供給されていないことを確認
してください。

・ 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供
給されていないことを確認してください。

・ 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を
取り付けて固定してください。

・ 本製品は 12 ～ 24 Vdc 入力専用です。 機種に合わない電源を供給すると

電源および本製品が破損します。
・ 本製品には電源スイッチがないため、ブレーカーを取り付けてください。
・ 本製品の FG 端子を必ず接地してください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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配線
  

 日
本

語

DC 電源ケーブルの準備
・ 接地線には電源線と同じかそれ以上の太さの線を使用してください。
・ 電源用のケーブルにアルミニウム電線を使用しないでください。
・ 短絡防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。
・ より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線のヒゲ線同士ま

たはヒゲ線と隣の電極とが短絡するおそれがあります。
・ 芯線の種類は単線またはより線です。
・ 取り付け銅芯線の温度定格は (75 °C [167 °F]) 以上のものを使用してくだ

さい。
 

*1 UL 認証に適合させる場合は AWG 14、または AWG 13 を使用してくだ

さい。

*2 品目はフエニックス・コンタクト ( 株 ) 製です。

電源ケーブルの太さ 0.75...2.5 mm2 (18...13 AWG)*1

芯線の状態 単線またはより線

芯線の長さ

推奨ドライバー *2 SZS 0.6 x 3.5 (1205053)

推奨棒端子 *2 3201288 AI 0,75 - 10 GY
3200182 AI 1 - 10 RD
3200195 AI 1,5 - 10 BK
3202533 AI 2,5 - 10 BU

推奨棒端子用圧着工具 *2 CRIMPFOX6
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配線

  
 日

本
語

電源コネクター仕様： スプリング端子台
SP-5400WA 以外の機種にライトアングルタイプの電源コネクターが同梱され
ています。SP-5400WA にはストレートタイプの電源コネクターが同梱されて
います。 

注記：

・ SP-5400WA には、ライトアングルタイプは接続できません。 
・ ライトアングルタイプ： シュナイダーエレクトリック製 PFXZCBCNDC2

ストレートタイプ： シュナイダーエレクトリック製 PFXZCBCNDC1

接続端子 配線

+ 12...24 Vdc

- 0 Vdc

FG 本製品の筐体に接続されている接地用端子

ライトアングルタイプ ストレートタイプ
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配線
  

 日
本

語

DC 電源ケーブル接続方法

注記：ケーブルの接合部分ははんだ付けしないでください。

手順 手順内容

1 通電されていないことを確認します。

2 定格電圧を確認し、電源部の「DC24V」と書かれたシールをは
がします。 

3 電源ケーブルからの各配線を棒端子に接続します。

4 小型のマイナスドライバーを使用して開口ボタンを押し、必要
なピンの穴を開けます。

5 対応する電線の電源ケーブルを穴の奥まで差し込みます。開口
ボタンを離すと穴が閉まり、固定されます。

より線を使用する場合は、隣の配線と短絡しないようにしてく
ださい。

6 3 つの電線を挿入した後、DC 電源コネクターを本製品の電源コ
ネクターに挿入します。
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配線

  
 日

本
語

配線時の注意事項

耐ノイズ / 耐サージ性を高めるために
・ 本製品の主回路 ( 高電圧、大電流 ) 線、動力線、入出力線、電源ケーブル

は、それぞれ束線や接近することなく、系列を分離して配線してください。 
動力線を別系統で配線できない場合は、入出力線としてシールドケーブルを
使用してください。

・ 電源ケーブルはできるだけ短くし、必ず電源供給部に近いところから、より
合わせて ( ツイストペアで ) 接続してください。

・ 電源ラインのノイズが多い場合、ノイズフィルター等でノイズを減少させて
から給電してください。

・ 雷サージ対策にサージ保護デバイスを接続します。
・ 耐ノイズ性を高めるためには、電源ケーブルにフェライトコアを取り付けて

ください。

危険
短絡、火災、装置の意図しない動作

偶発的な接続の切り離しを防止するために、電源ケーブルに過剰な力を加
えることを避けてください。
・ 電源ケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかり固定してください。
・ 本製品のパネルやキャビネットへの取り付けは電源ケーブルや通信線を

接続する前に行なってください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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配線
  

 日
本

語

電源の接続
・ DC 入力には、Class 2 の電源または SELV ( 安全超低電圧 ) 回路と LIM ( 限定

エネルギー ) 回路を使用してください。

・ 以下にサージ保護デバイス接続を示します。

直撃雷による大きな電磁界の影響により誘導雷サ－ジが発生し、本製品の破
損を招くおそれがありますので、サージ保護デバイスを設置してください。
また、本製品のわたり接地線は、できるだけサージ保護デバイスの接地端子
に近い位置に接続することをお勧めします。

落雷時の大きな雷サージエネルギーが避雷針の接地へ流れることにより、接
地電位の変動による本製品への影響が予測されます。避雷針の接地点とサー
ジ保護デバイスの接地点を十分離すことをお勧めします。

サージ保護デバイス

FG

本製品

雷

避雷針

接地
適度な距離をとる
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配線

  
 日

本
語

接地

・ 接地抵抗が 100 Ω 以下であることを確認してください *1。

・ 2 mm2 (AWG14) 以上の FG( 接地用 ) 電線を使用してください *1 。接地点

は、本製品の近くで接地線の距離を短くしてください。 接地線が長くなる場

合は、太い絶縁線を通して敷設してください。

*1 地域の規定および基準に従ってください。

短絡防止
・ SG( 信号接地 ) と FG( 機能接地 ) は本製品内部で接続されています。 他の

機器と SG を接続する場合、グランドループが形成されないように注意し

てください。
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 日

本
語

フロント USB カバー

フロント USB カバー

プレミアムディスプレイでは、工場出荷時に取り付け済みのフロント USB 
カバー ( ネジなし ) を使用する場合、フロント面は、IP65F*1、IP67F*1 また
はタイプ 1 エンクロージャーとなります。フロント USB カバーにシュナイ
ダーエレクトリック製フロント USB カバー ( ネジ付き *2)( 型式 : 
PFXZCDCVUS1) をご使用の場合、本製品 のフロント面は、IP66F*1、
IP67F*1、タイプ 1、タイプ
4X ( 室内専用 ) または タイプ 13 エンクロージャーとなります。 

注記：アドバンストディスプレイにはフロント USB ポートはありません。

工場出荷時に取り付け済みのフロント USB カバー、またはネジ付きフロン
ト USB カバーのいずれをご使用の場合も、フロント USB カバーが開いてい
る状態のときは、本製品のフロント面は、タイプ 1 エンクロージャーとなり
ます。
 

*1 IP65F、IP66F および IP67F は UL 認証には該当しません。

*2 適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in) です。

注意
怪我のおそれ

フロント USB カバーを開ける際は、指を怪我しないように十分ご注意くだ
さい。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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フロント USB カバー

  
 日

本
語

手順 手順内容

1 フロント USB カバー上部のすき間に指先またはドライバーなど
の工具を入れ、手前に引きます。 

注記：

・ シュナイダーエレクトリック製オプションのフロント USB カバー ( 型式：

PFXZCDCVUS1) をご使用の場合は、上部のネジをプラスドライバーを使

用して緩めます。
・ 適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in) です。

2 フロント USB カバーを手前に下げると、USB インターフェイス
が現れます。
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フロント USB カバー
  

 日
本

語

注記
エンクロージャーの破損

ネジを締め付けるときに、0.5 N•m (4.4 lb-in) を大きく上回るトルクをかけ
ないでください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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 日

本
語

フロント USB ポート

フロント USB ポート

USB 接続

注記：USB インターフェイスは、必ず SELV ( 安全超低電圧 ) 回路に接続してください。

非発火性フィールドワイヤリング装置 ( マウス、キーボード ) は、関連する
非発火性フィールドワイヤリング装置 ( 本製品 ) のフロント USB ポート
(Type A) で利用できます。 非発火性フィールドワイヤリング装置 ( 本製品 )
は、関連する非発火性フィールドワイヤリング装置 ( コンピュータ ) のフロ
ント USB ポート (mini-B) で利用できます。
USB ポートに接続する装置は、非発火性だけでなく、以下の基準も満たす必
要があります。

USB ケーブルの配線は以下のとおりです。

<Type A>

回路パラメーター フロント USB(Type A)

回路電圧 = Voc 5.25 Vdc

短絡電流 = Isc 1300 mA

関連するコンダクタンス容量 = Ca 265 μF

関連するインダクタンス容量 = La 16 μH



44

フロント USB ポート
  

 日
本

語

<mini-B>

注記：

1. 非発火性回路パラメーターは、上表のとおりです。

非発火性装置は次の条件の場合、組み合わせシステムとして未評価でも接続可能です。
本製品 ( 関連する装置 ) の Voc( もしくは Uo) および Isc( もしくは Io) が非発火性装置の
Vmax(Ui) および Imax(Ii) の値以下であること。 接続する非発火性装置と接続ケーブルの最大
コンダクタンス容量 Ci ＋ Ccable と最大インダクタンス容量 Li ＋ Lcable が、関連する装置
の Ca(Co) と La(Lo) の値以下であること。

2. 関連する非発火性フィールドワイヤリング装置と非発火性フィールドワイヤリング装置
は以下の条件を満たすこととします。

回路パラメーター フロント USB(mini-B)

最大入力電圧 = Vmax 5.25 Vdc

最大負荷電流 = Imax 0.1 mA

内部コンダクタンス容量 = Ci 0.24 μF

内部インダクタンス容量 = Li 16 μH

関連する非発火性フィールドワイヤ
リング装置

- 非発火性フィールドワイヤリング装置

Voc ≤ Vmax

Isc ≤ Imax

Ca ≥ Ci + Ccable

La ≥ Li + Lcable
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3. ケーブルの電気的パラメーターが不明な場合、以下の値を使用できます。
Ccable = 196.85 pF/m (60 pF/ft)
Lcable = 0.656 μH/m (0.20 μH/ft)

4. 接続方法は、使用する国が定める電気工事規定に準拠する必要があります。

本製品はエンクロージャーに設置してください。 Class I、Division 2 の領域に
設置した場合、エンクロージャーは Division 2 の接続方法に 1 つ以上対応し
ている必要があります。

危険
爆発のおそれ

・ 電源と入出力 (I/O) の配線が Class I、Division 2 の配線方法に従って行なわ

れているか確認してください。
・ Class I、Division 2 への適合性を損なうおそれがあるので代替部品は使用

しないでください。
・ 電源を遮断するか、危険区域でないことが確認できない限り、装置の切り

離しをしないでください。
・ 本製品にコネクターを取り付ける場合、または 本製品からコネクターを

取り外す場合は、その前に給電を止めてください。
・ 電源、通信、および付属品の接続はポートに過剰な応力がかからないよう

に行ってください。 設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してくだ

さい。
・ 電源、通信、および外部のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっか

りと取り付けてください。
・ 市販の USB ケーブルのみを使用してください。

・ 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

・ USB (mini-B) インターフェイスはメンテナンスやデバイス設定時の一時的

な接続でのみ使用してください。
・ USB (mini-B) インターフェイスは危険区域で使用しないでください。

・ 関連する非発火性装置が利用できない場合、関連する非発火性フィールド
ワイヤリング装置はパラレル接続しないでください。

・ 本製品は Class I、Division 2、Groups A、B、C、D の危険区域での使用、

および非発火性フィールドワイヤリング装置との接続が可能です。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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保守

本製品の手入れ

本製品が汚れた時には、柔らかい布に水でうすめた中性洗剤をしみこませて
固く絞り、汚れを拭き取ります。

防滴ガスケットの交換

防滴ガスケットはディスプレイの背面に取り付けられています。必要に応じ
て交換してください。本製品の交換用ガスケットのみ使用してください。。
防滴ガスケットが溝に正しく取り付けられてないと、ディスプレイモジュー
ルの防滴効果は得られません。
注記：各ディスプレイモジュールの防滴ガスケットの型式については、SP5000 シリーズ 
ハードウェアマニュアルを参照してください。

1 防滴ガスケット

2 突起物

注記
機器の損傷

・ 清掃を行う前に本製品の電源を落としてください。
・ タッチパネルを固い物や先端の鋭利な物を使って操作しないでください。
・ 装置の清掃にシンナー、有機溶剤、強酸性物質などは使用しないでくだ

さい。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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 注意
機器の損傷

防滴ガスケットは無理に引っ張らないでください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

注記
防滴ガスケットの経年劣化

・ 防滴ガスケットは必要に応じて定期的に点検してください。
・ 防滴ガスケットの定期的 ( 年 1 回、またはキズや汚れが目立ってきた場

合など ) な交換をお勧めします。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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規格

規格

対象機種、証明書などの規格詳細については、下記 URL もしくは製品マー
キングにてご確認ください。 
http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1002.html 
  

危険
爆発のおそれ

・ Class I、Division 2、Groups A、B、C、D の危険区域での使用に適して

います。
・ Class I、Division 2 への適合性を損なうおそれがあるので代替部品は使

用しないでください。
・ 電源を遮断するか、危険区域でないことが確認できない限り、装置の切

り離しをしないでください。

・ 製品ラベルに記載された ANSI/ISA 12.12.01 または CSA C22.2 No213 証

明書を確認して、本製品が危険区域での使用に適合していることを確認
してください。

・ 本書で許可されていない方法で本製品を設置、操作、変更、保守、修理
したり改造したりしないでください。 許可されていない行為は、本製品

の Class I、Division 2 における作動の適合性を損なうおそれがあります。

・ Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた本製品の電源を入切する場合、

以下のことを順守してください。
・  危険区域外に設置されたスイッチを使用する。
・  Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用

する。
・ 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険

物がないことを必ず先に確認してから行ってください。 これは電源、接

地、シリアル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に
適用されます。

・ 危険区域では、シールドされていないケーブルや接地されていないケーブ
ルを決して使用しないでください。

・ キャビネットに設置する場合は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、
装置内に異物が堆積しないようにしてください。 

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1002.html
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                                          お問い合わせ

本製品でお困りのこと、ご質問など、いつでも解決のお手伝いをさせてい 
ただきます。
弊社サポートサイトへアクセスしてください。
http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html 

本製品を使用したことによるお客様の損害その他の不利益、または第三者
からのいかなる請求につきましても、当社はその責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。

 Note

http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html
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Wireless LAN Information

USA
SP-5660TP contains Transmitter Module FCC ID: N6C-SDMGN

FCC CAUTION

Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for 
compliance could void the user’s authority to operate the equipment.

NOTE:   This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A 
digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide 
reasonable protection against harmful interference when the equipment is operated in a 
commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instruction manual, may cause 
harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential 
area is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to correct 
the interference at his own expense.

This transmitter must not be co-located or operated in conjunction with any 
other antenna or transmitter.

This equipment complies with FCC radiation exposure limits set forth for an 
uncontrolled environment and meets the FCC radio frequency (RF) Exposure 
Guidelines in Supplement C to OET65. This equipment should be installed 
and operated keeping the radiator at least 20 cm or more away from person’s 
body (excluding extremities: hands, wrists, feet and ankles).
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Canada
SP-5660TP contains Transmitter Module IC: 4908B-SDMGN

This device complies with Industry Canada licence-exempt RSS standard(s). 
Operation is subject to the following two conditions: (1) this device may not 
cause interference, and (2) this device must accept any interference, including 
interference that may cause undesired operation of the device.

Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux 
appareils radio exempts de licence. L'exploitation est autorisée aux deux 
conditions suivantes : (1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et (2) 
l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement.

This equipment complies with IC radiation exposure limits set forth for an 
uncontrolled environment and meets RSS-102 of the IC radio frequency (RF) 
Exposure rules. This equipment should be installed and operated keeping the 
radiator at least 20cm or more away from person’s body (excluding 
extremities: hands, wrists, feet and ankles).

Cet équipement est conforme aux limites d’exposition aux rayonnements 
énoncées pour un environnement non contrôlé et respecte les règles 
d’exposition aux fréquences radioélectriques (RF) CNR-102 de l’IC. Cet 
équipement doit être installé et utilisé en gardant une distance de 20 cm ou 
plus entre le dispositif rayonnant et le corps (à l’exception des extrémités : 
mains, poignets, pieds et chevilles).



53

  
 

   
W

L
A

N

Europe

EN300 328, EN301 489, EN60950-1

SP-5660TP  may be operated in Belgium, Bulgaria, Czech Republic, 
Denmark, Germany, Estonia, Greece, Spain, France, Ireland, Italy, Cyprus, 
Latvia, Lithuania, Luxembourg, Malta, Hungary, Netherlands, Austria, Poland, 
Portugal, Romania, Slovak Republic, Slovenia, Finland, Sweden, United 
Kingdom.

[EN]
English

Hereby, Schneider Electric declares that the radio equipment type 
SP-5660TP is in compliance with Directive 2014/53/EU. The full text of 
the EU declaration of conformity is available at the following internet 
address: http://www.pro-face.com 

[BG]
Bulgarian

С настоящото Schneider Electric декларира, че този тип 
радиосъоръжение SP-5660TP е в съответствие с Директива 
2014/53/ЕС. Цялостният текст на ЕС декларацията за съответствие 
може да се намери на следния интернет адрес: 
http://www.pro-face.com 

[CS]
Czech

Tímto Schneider Electric prohlašuje, že typ rádiového zařízení 
SP-5660TP je v souladu se směrnicí 2014/53/EU. Úplné znění EU 
prohlášení o shodě je k dispozici na této internetové adrese: 
http://www.pro-face.com 

[DA]
Danish

Hermed erklærer Schneider Electric, at radioudstyrstypen SP-5660TP er i 
overensstemmelse med direktiv 2014/53/EU. 
EU-overensstemmelseserklæringens fulde tekst kan findes på følgende 
internetadresse: http://www.pro-face.com 

[DE]
German

Hiermit erklärt Schneider Electric, dass der Funkanlagentyp SP-5660TP 
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der EU-
Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse verfügbar: 
http://www.pro-face.com 

[ET]
Estonian

Käesolevaga deklareerib Schneider Electric, et käesolev raadioseadme 
tüüp SP-5660TP vastab direktiivi 2014/53/EL nõuetele. ELi 
vastavusdeklaratsiooni täielik tekst on kättesaadav järgmisel 
internetiaadressil: http://www.pro-face.com 

[EL]
Greek

Με την παρούσα ο/η Schneider Electric, δηλώνει ότι ο ραδιοεξοπλισμός 
SP-5660TP πληροί την οδηγία 2014/53/ΕΕ. Το πλήρες κείμενο της 
δήλωσης συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην ακόλουθη ιστοσελίδα στο 
διαδίκτυο: http://www.pro-face.com 

http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
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[ES]
Spanish

Por la presente, Schneider Electric declara que el tipo de equipo 
radioeléctrico SP-5660TP es conforme con la Directiva 2014/53/UE. 
El texto completo de la declaración UE de conformidad está disponible 
en la dirección Internet siguiente: http://www.pro-face.com 

[FR]
French

Le soussigné, Schneider Electric, déclare que l'équipement 
radioélectrique du type SP-5660TP est conforme à la directive 
2014/53/UE. Le texte complet de la déclaration UE de conformité est 
disponible à l'adresse internet suivante: http://www.pro-face.com 

[IT]
Italian

Il fabbricante, Schneider Electric, dichiara che il tipo di apparecchiatura 
radio SP-5660TP è conforme alla direttiva 2014/53/UE. Il testo completo 
della dichiarazione di conformità UE è disponibile al seguente indirizzo 
Internet: http://www.pro-face.com 

[LV]
Latvian

Ar šo Schneider Electric deklarē, ka radioiekārta SP-5660TP atbilst 
Direktīvai 2014/53/ES. Pilns ES atbilstības deklarācijas teksts ir pieejams 
šādā interneta vietnē: http://www.pro-face.com 

[LT]
Lithuanian

Aš, Schneider Electric, patvirtinu, kad radijo įrenginių tipas SP-5660TP 
atitinka Direktyvą 2014/53/ES. Visas ES atitikties deklaracijos tekstas 
prieinamas šiuo interneto adresu: http://www.pro-face.com 

[HR]
Croatian

Schneider Electric ovime izjavljuje da je radijska oprema tipa SP-5660TP 
u skladu s Direktivom 2014/53/EU. Cjeloviti tekst EU izjave o sukladnosti 
dostupan je na sljedećoj internetskoj adresi: 
http://www.pro-face.com 

[HU]
Hungarian

Schneider Electric igazolja, hogy a SP-5660TP típusú rádióberendezés 
megfelel a 2014/53/EU irányelvnek. Az EU-megfelelőségi nyilatkozat 
teljes szövege elérhető a következő internetes címen: 
http://www.pro-face.com 

[MT]
Maltese

B'dan, Schneider Electric, niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir tar-radju 
SP-5660TP huwa konformi mad-Direttiva 2014/53/UE. It-test kollu tad-
dikjarazzjoni ta' konformità tal-UE huwa disponibbli f'dan l-indirizz tal-
Internet li ġej: http://www.pro-face.com 

[NL]
Dutch

Hierbij verklaar ik, Schneider Electric, dat het type radioapparatuur 
SP-5660TP conform is met Richtlijn 2014/53/EU. De volledige tekst van 
de EU-conformiteitsverklaring kan worden geraadpleegd op het volgende 
internetadres: http://www.pro-face.com 

[PL]
Polish

Schneider Electric niniejszym oświadcza, że typ urządzenia radiowego 
SP-5660TP jest zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. Pełny tekst deklaracji 
zgodności UE jest dostępny pod następującym adresem internetowym:
http://www.pro-face.com 

[PT]
Portuguese

O(a) abaixo assinado(a) Schneider Electric declara que o presente tipo 
de equipamento de rádio SP-5660TP está em conformidade com a 
Diretiva 2014/53/UE. O texto integral da declaração de conformidade 
está disponível no seguinte endereço de Internet: 
http://www.pro-face.com 

http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
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[RO]
Romanian

Prin prezenta, Schneider Electric declară că tipul de echipamente radio 
SP-5660TP este în conformitate cu Directiva 2014/53/UE. Textul integral 
al declarației UE de conformitate este disponibil la următoarea adresă 
internet:  http://www.pro-face.com 

[SK]
Slovak

Schneider Electric týmto vyhlasuje, že rádiové zariadenie typu 
SP-5660TP je v súlade so smernicou 2014/53/EÚ. Úplné EÚ vyhlásenie 
o zhode je k dispozícii na tejto internetovej adrese: 
http://www.pro-face.com 

[SL]
Slovenian

Schneider Electric potrjuje, da je tip radijske opreme SP-5660TP skladen 
z Direktivo 2014/53/EU. Celotno besedilo izjave EU o skladnosti je na 
voljo na naslednjem spletnem naslovu:  http://www.pro-face.com 

[FI]
Finnish

Schneider Electric vakuuttaa, että radiolaitetyyppi SP-5660TP on 
direktiivin 2014/53/EU mukainen. EU-vaatimustenmukaisuusvakuutuksen 
täysimittainen teksti on saatavilla seuraavassa internetosoitteessa: 
http://www.pro-face.com 

[SV]
Swedish

Härmed försäkrar Schneider Electric att denna typ av radioutrustning 
SP-5660TP överensstämmer med direktiv 2014/53/EU. Den fullständiga 
texten till EU-försäkran om överensstämmelse finns på följande 
webbadress: http://www.pro-face.com 

http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
http://www.pro-face.com
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China 

Korea
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Taiwan  

Japan   
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